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華
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一
、
問
題
の
所
在
『
大
正
新
僑
大
蔵
経
』
第
七
十
二
巻
に
著
者
不
明
の
『
華
厳
宗
所
立
五
教
十
宗
大
意
略
抄
』
と
い
う
文
献
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
大
尾
に
次
の
よ
う
な
菩
薩
名
が
羅
列
さ
れ
て
い
る
。
「
華
厳
宗
祖
師
普
賢
菩
薩
文
殊
菩
薩
馬
鳴
菩
薩
龍
樹
菩
薩
竪
恵
菩
薩
覚
賢
菩
薩
日
昭
菩
薩
杜
順
菩
薩
智
厳
菩
薩
法
蔵
菩
薩
元
暁
菩
薩
大
賢
菩
薩
表
員
菩
薩
見
登
菩
薩
良
弁
菩
薩
実
忠
菩
薩
世
不
喜
菩
薩
総
道
菩
薩
道
雄
菩
薩
」
（
大
正
蔵
七
二
、
二
O
O中）
華
厳
に
関
心
の
あ
る
程
の
人
な
ら
ば
注
目
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
私
も
こ
の
不
思
議
な
一
種
の
師
資
相
承
図
の
背
景
に
あ
る
も
の
を
い
つ
も
考
え
て
き
た
。
こ
こ
で
結
論
的
に
言
え
ば
こ
の
祖
師
表
は
新
羅
の
華
厳
教
学
の
一
つ
の
流
れ
が
日
本
に
伝
わ
っ
た
こ
と
を
示
し
、
そ
の
内
容
は
元
暁
と
法
蔵
と
の
両
教
学
を
融
合
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
以
下
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
な
分
析
で
は
あ
る
が
、
い
さ
さ
か
の
論
証
を
試
み
、
そ
の
意
味
を
探
究
し
て
み
た
い
。
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こ
の
小
論
の
副
題
に
あ
る
「
元
暁
・
法
蔵
融
合
形
態
」
な
ど
と
い
う
表
現
を
用
い
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
は
、
す
で
に
元
暁
、
法
蔵
両
師
の
教
学
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
よ
う
。
し
か
し
、
少
く
と
も
私
個
人
は
残
念
な
が
ら
そ
の
自
覚
を
得
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
論
は
極
め
て
図
式
的
形
式
的
な
推
論
を
主
と
し
た
も
の
に
な
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
さ
て
、
先
の
祖
師
表
で
「
法
蔵
菩
薩
元
暁
菩
薩
」
と
い
う
順
序
で
並
べ
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
は
疑
問
を
感
じ
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
元
暁
（
六
一
七
l
六
八
六
）
は
法
蔵
（
六
四
一
一
一
ー
ー
七
二
一
）
の
先
輩
と
し
て
、
法
蔵
の
方
が
元
暁
か
ら
多
大
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
い
ろ
い
ろ
の
面
か
ら
証
明
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
「
元
暁
菩
薩
法
蔵
菩
薩
」
と
い
う
並
び
方
は
あ
り
え
て
も
、
逆
は
常
識
的
に
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
あ
え
て
そ
れ
を
逆
に
し
て
元
暁
か
ら
見
登
ま
で
の
新
羅
の
四
師
を
並
べ
た
所
に
こ
の
表
の
一
つ
の
意
図
が
伺
わ
れ
よ
う
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
元
暁
と
法
蔵
と
の
教
学
の
一
体
化
と
い
う
意
図
を
荷
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
は
具
体
的
に
大
賢
、
表
員
そ
し
て
見
登
の
三
師
に
そ
の
意
図
が
見
い
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
か
ら
順
次
、
彼
ら
の
著
作
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
(1) 
大
賢
大
賢
に
つ
い
て
は
奈
沢
沫
博
士
に
詳
し
い
論
放
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
も
と
も
と
彼
は
元
暁
と
同
じ
よ
う
に
沢
山
の
著
作
を
残
し
た
が
、
現
存
す
る
も
の
は
次
の
五
部
で
あ
る
。
一
、
『
党
網
経
古
迩
記
』
二
巻
二
、
『
菩
薩
戒
本
宗
要
』
一
巻
三
、
二
楽
師
経
古
泣
記
』
二
巻
四
、
『
成
唯
識
論
学
記
』
八
巻
五
、
『
起
信
論
内
義
略
採
記
』
一
巻
こ
J
l五
部
す
べ
て
に
つ
い
て
は
ま
だ
検
討
し
つ
く
し
て
い
な
レ
の
で
、
今
は
最
後
の
『
起
信
論
内
義
略
探
記
』
（
以
下
、
『
略
探
記
』
と
略
す
）
だ
け
を
取
り
上
げ
た
い
o
結
論
的
に
言
え
ば
本
書
は
法
蔵
の
「
起
信
論
義
記
』
と
一
冗
暁
の
『
起
信
論
疏
』
あ
る
い
は
『
別
一
己
い
の
見
右
な
ま
で
の
突
き
合
わ
せ
的
引
用
の
形
式
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
例
え
ば
帰
敬
侶
の
解
釈
や
一
心
釈
、
本
覚
釈
、
始
覚
の
r
F
相
な
と
徹
底
し
て
、
先
ず
法
蔵
の
『
義
記
』
の
説
に
よ
っ
て
解
釈
し
、
次
に
元
暁
の
『
疏
』
の
説
を
併
記
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
法
蔵
の
名
前
に
つ
い
て
の
言
及
は
無
い
が
、
一
冗
暁
に
つ
い
て
は
名
前
は
や
は
り
出
し
て
は
い
な
い
ま
で
も
、
「
疏
及
び
別
記
井
び
に
二
障
章
等
に
説
く
が
如
し
L
（
大
法
蔵
四
四
・
四
一
八
上
）
と
書
名
を
明
記
す
る
。
次
に
本
書
で
は
体
相
用
の
三
大
釈
に
ち
な
ん
で
仏
身
義
八
門
分
別
（
四
一
九
中
l
四
二
二
中
）
を
行
う
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
で
小
乗
ー
メ
立
教
、
室
、
官
、
円
教
の
五
教
分
別
を
試
み
る
。
こ
れ
は
震
の
『
五
教
章
』
「
所
詮
差
別
L
「
第
八
仏
果
義
相
」
「
第
九
慎
仕
分
斉
」
「
第
十
仏
身
開
九
日
」
を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ー
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
大
賢
が
『
略
除
記
』
の
中
で
法
蔵
と
元
暁
の
解
釈
を
連
結
さ
せ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
法
蔵
の
『
五
教
章
』
の
五
教
引
を
持
ち
込
ん
で
い
る
こ
と
は
、
法
蔵
の
立
場
か
う
す
れ
ば
二
つ
の
問
題
点
を
指
摘
せ
さ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
o
第
一
に
法
蔵
の
『
義
記
』
が
全
体
的
に
元
暁
の
『
疏
』
を
依
用
し
て
い
る
こ
と
は
割
て
あ
る
が
、
大
切
な
一
点
が
両
者
で
は
異
な
る
の
五
る
叶
そ
れ
は
元
暁
が
『
起
信
論
』
の
教
学
と
玄
提
の
も
た
ら
し
た
唯
識
仏
教
の
合
一
を
主
張
す
る
の
に
対
し
、
法
蔵
は
『
起
信
論
』
の
如
来
蔵
縁
起
宗
は
玄
英
仏
教
の
唯
識
法
相
宗
を
陵
駕
し
て
レ
る
と
し
、
両
者
の
別
異
性
を
強
調
す
る
か
ら
で
あ
ず
o
こ
の
よ
う
な
立
場
の
異
な
る
二
つ
の
注
釈
を
大
賢
の
よ
う
に
徹
底
し
て
連
結
さ
せ
て
ゆ
く
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
の
問
題
に
移
ろ
う
。
元
暁
は
『
疏
』
の
序
文
で
「
鵠
林
の
一
味
の
宗
、
鷲
山
の
無
二
の
趣
、
金
鼓
と
向
性
の
三
身
の
極
果
、
華
厳
と
理
洛
の
四
階
の
深
困
、
大
品
と
大
集
の
噴
蕩
の
至
道
、
日
蔵
と
月
蔵
の
微
密
の
玄
門
の
如
き
に
至
り
て
は
、
凡
そ
此
れ
等
が
輩
の
中
の
衆
典
の
肝
心
に
L
て
、
一
以
っ
て
之
を
貫
く
は
、
其
れ
唯
だ
此
の
論
な
る
の
み
か
L
（
大
正
蔵
四
四
・
二
O
二
中
）
と
い
レ
、
『
起
信
論
』
の
内
容
が
『
浬
繋
経
』
『
法
華
経
』
『
華
厳
経
』
な
必
の
肝
心
そ
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
法
蔵
は
五
教
判
の
第
39 
三
終
教
と
し
て
『
起
信
論
』
を
規
定
し
、
玄
英
将
来
の
唯
識
仏
教
の
始
教
よ
り
は
高
レ
が
、
第
五
円
教
の
『
華
厳
経
』
に
は
は
る
か
に
及
工
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
い
の
よ
う
に
法
蔵
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
自
ら
の
解
釈
に
元
暁
を
連
結
さ
せ
た
り
、
ま
た
『
起
信
論
』
の
注
釈
の
中
に
五
教
判
の
第
五
円
教
ま
で
を
も
持
ち
込
む
こ
と
は
不
可
能
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ま
た
改
め
て
、
そ
の
不
可
能
な
こ
と
を
実
際
に
行
っ
て
い
る
大
賢
の
意
図
が
追
求
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
現
在
の
と
こ
ろ
一
つ
の
仮
説
で
は
あ
る
が
、
こ
の
大
賢
の
意
図
は
元
暁
と
法
蔵
と
を
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
元
暁
の
教
学
の
深
化
を
は
か
ろ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
先
に
み
た
よ
う
に
、
法
蔵
と
元
暁
と
の
連
結
は
、
法
蔵
か
ら
元
暁
へ
と
い
う
方
向
か
ら
は
不
可
能
な
の
で
あ
り
、
元
暁
か
ら
法
蔵
へ
と
い
う
進
行
に
よ
っ
て
の
み
可
能
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
先
に
引
用
し
た
よ
う
に
元
暁
は
『
起
信
論
』
の
特
に
一
心
を
衆
典
の
肝
心
と
す
る
の
で
あ
り
、
『
華
厳
経
』
を
も
貫
く
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
元
暁
か
ら
す
れ
ば
大
賢
が
試
み
た
よ
う
に
法
蔵
の
五
教
の
第
五
円
教
ま
で
を
も
包
摂
す
る
こ
と
は
可
能
で
も
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
法
蔵
の
あ
の
別
教
一
乗
の
立
場
を
も
包
含
し
た
元
暁
の
一
心
の
思
想
1
一
層
の
深
み
を
加
え
た
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
そ
こ
に
大
賢
の
意
図
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
私
の
仮
説
な
の
で
あ
る
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(2) 
表
員
次
に
表
員
に
移
ろ
う
o
彼
に
は
『
華
厳
経
文
義
要
決
問
答
』
四
巻
（
続
蔵
影
印
本
第
十
二
間
）
が
残
っ
て
い
る
。
華
厳
経
む
よ
び
華
厳
教
学
上
の
主
な
問
題
点
を
取
り
上
げ
て
、
諸
師
の
説
を
引
用
し
つ
つ
、
問
答
往
復
す
る
書
物
で
あ
る
。
今
は
巻
数
ご
と
に
テ
！
？
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
っ
て
レ
る
。
巻
一
・
七
処
九
会
義
、
説
経
時
義
、
説
経
仏
義
、
L
ハ
相
品
、
政
十
銭
輪
一
点
1
巻
二
、
縁
起
義
、
探
玄
義
、
普
法
義
、
発
菩
提
心
義
、
実
際
義
、
如
如
義
巻
三
、
法
界
義
、
一
乗
義
巻
四
、
八
刀
教
義
、
十
住
義
、
十
行
義
、
十
廻
向
義
、
十
地
義
さ
て
、
こ
の
表
員
に
つ
い
て
、
本
書
で
は
「
皇
龍
寺
釈
表
員
集
」
と
す
る
の
み
で
、
い
つ
ご
ろ
の
人
か
は
不
明
で
あ
る
。
先
の
大
賢
に
も
言
及
せ
ず
、
前
後
関
係
は
定
か
で
は
な
レ
。
た
だ
先
の
大
賢
の
『
略
探
記
』
で
分
析
し
た
よ
う
な
元
暁
・
法
蔵
二
師
の
連
結
融
合
形
態
は
大
賢
よ
り
も
よ
り
一
段
と
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
の
で
あ
る
。
先
に
一
覧
表
に
か
か
げ
た
テ
1
7
の
中
で
は
、
六
相
義
、
数
十
銭
喰
義
、
普
法
義
、
法
界
義
、
一
乗
義
な
ど
に
そ
れ
が
伺
わ
れ
る
が
、
何
と
い
つ
で
も
あ
ざ
や
か
な
の
は
一
乗
義
な
の
で
、
今
は
そ
こ
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
一
乗
義
も
他
の
諸
義
と
同
様
に
第
一
釈
名
、
第
二
出
体
、
第
三
問
答
分
別
の
三
門
よ
り
成
る
。
第
一
の
釈
名
の
末
尾
に
割
注
の
よ
う
な
文
字
で
「
上
来
は
元
暁
師
の
言
な
り
、
宜
く
審
か
に
之
を
記
知
す
ベ
し
」
（
一
二
四
四
右
下
）
と
あ
る
の
が
先
ず
目
に
つ
く
。
何
か
ら
の
引
用
か
は
分
ら
な
い
が
、
表
員
が
明
ら
か
に
元
暁
を
所
依
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
次
の
出
体
で
も
元
暁
を
引
く
。
問
題
は
第
三
の
問
答
分
別
の
項
で
あ
る
。
こ
こ
で
法
蔵
の
『
五
教
章
』
「
建
立
乗
」
の
ほ
ほ
全
文
を
引
く
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
分
相
門
の
「
九
約
機
顕
理
別
L
と
「
十
本
末
開
合
別
」
と
の
間
で
無
尽
の
仏
法
に
関
連
し
て
信
満
成
仏
の
問
題
が
提
出
さ
れ
、
『
探
玄
記
』
巻
十
六
（
大
正
蔵
三
五
・
四
一
三
中
以
下
）
の
「
旧
来
成
仏
」
の
一
文
も
引
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
後
半
は
元
暁
の
『
法
華
宗
要
』
の
引
用
で
し
め
く
く
ら
れ
る
。
さ
て
、
こ
こ
で
も
法
蔵
と
元
暁
の
引
用
が
連
結
さ
れ
て
い
る
の
を
見
い
出
す
が
、
こ
こ
に
も
法
蔵
か
ら
す
れ
ば
一
つ
の
問
題
は
あ
ろ
う
。
法
蔵
は
別
教
一
乗
を
性
海
果
分
と
縁
起
因
分
と
に
分
け
、
後
者
は
可
説
で
あ
る
が
、
前
者
は
不
可
説
な
り
と
す
る
。
元
暁
は
一
乗
を
理
、
教
、
困
、
果
の
四
門
に
聞
く
が
、
彼
の
一
乗
の
果
は
本
有
と
始
起
の
二
面
か
ら
把
握
さ
れ
る
の
み
で
、
決
し
て
不
可
説
と
は
言
わ
な
い
。
む
し
ろ
、
全
体
の
流
れ
は
果
を
も
可
説
と
把
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
こ
こ
で
も
両
師
の
説
の
連
結
は
や
や
問
題
を
惹
き
起
こ
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
私
は
こ
こ
に
お
い
て
も
、
先
の
大
賢
の
引
用
の
検
討
の
所
で
述
べ
た
よ
う
に
、
法
蔵
か
ら
元
暁
へ
と
レ
う
方
向
で
は
不
可
能
で
あ
「
て
も
、
元
暁
を
基
盤
に
、
元
暁
か
ら
法
蔵
へ
と
い
う
進
行
に
お
い
て
、
両
者
の
連
結
と
、
さ
ら
に
融
合
と
を
可
能
に
す
る
道
を
聞
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
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(3) 
見
~己
主ι
次
に
見
登
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
彼
に
は
次
の
二
つ
の
箸
作
が
残
っ
て
い
る
。
『
華
厳
一
乗
成
仏
妙
義
』
一
巻
『
大
乗
起
信
論
同
異
略
集
』
二
巻
ま
た
し
ば
し
ば
大
賢
に
言
及
す
る
の
で
、
大
賢
の
法
系
に
連
な
る
人
と
考
彼
は
こ
れ
ら
二
つ
の
著
作
で
「
青
丘
沙
門
見
登
」
と
称
し
、
こ
れ
ら
二
つ
の
著
作
の
う
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
先
の
表
員
に
は
言
及
し
て
い
な
い
か
ら
、
そ
の
前
後
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
ち
前
者
は
法
蔵
の
『
探
玄
記
』
巻
一
ニ
（
大
正
蔵
三
五
・
一
六
六
中
）
の
約
位
、
諸
師
の
約
行
、
約
理
の
三
種
成
仏
を
手
が
か
り
に
し
て
、
一
乗
の
成
仏
論
を
展
開
す
る
。
全
山
市
に
わ
た
っ
て
新
羅
で
成
立
し
、
法
蔵
に
仮
託
さ
れ
た
『
華
厳
経
問
答
』
が
『
香
象
問
答
』
と
称
さ
れ
引
用
さ
れ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
が
。
説
を
引
用
し
な
が
ら
、
さ
て
、
今
は
『
大
乗
起
信
論
同
異
略
集
』
の
方
に
注
目
し
よ
う
。
本
書
は
次
の
よ
う
な
八
門
を
立
て
て
、
唯
識
と
起
信
の
同
異
を
論
究
し
よ
う
と
す
る
0
．
巻
上
建
立
真
理
同
異
門
四！三二
建
立
真
智
同
異
門
巻
下
五
建
立
八
識
同
異
門
建
立
唯
識
同
異
門
建
立
薫
習
同
異
門
~ 
ノ、
建
立
三
身
同
異
門
七
建
立
執
障
同
異
門
／＼ 
建
立
位
行
同
異
門
こ
れ
ら
八
門
に
お
い
て
共
通
し
て
、
先
ず
『
成
唯
識
論
』
を
中
心
と
し
た
玄
提
唯
識
の
説
が
出
さ
れ
、
後
に
『
起
信
論
』
の
教
説
が
述
べ
ら
れ
、
両
者
の
同
異
が
論
究
さ
れ
る
。
特
に
同
の
面
が
強
調
さ
れ
る
。
そ
の
同
の
面
の
論
証
の
た
め
に
元
暁
の
『
十
門
和
語
論
』
を
は
じ
め
と
す
る
諸
著
作
と
法
蔵
の
『
五
教
章
』
な
と
が
さ
か
ん
に
援
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
援
用
の
例
を
示
せ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。
①
「
華
厳
香
象
、
和
此
誇
論
故
、
其
三
性
同
異
章
云
、
：
・
」
（
第
一
建
立
真
理
同
異
門
・
続
蔵
影
印
本
七
一
冊
三
六
六
右
上
）
②
「
丘
龍
和
諦
論
云
・
：
」
（
第
二
建
立
真
智
同
異
門
、
同
三
六
八
右
上
）
③
「
如
香
象
法
界
無
差
別
記
井
教
分
記
所
詮
異
義
、
度
幾
更
験
古
遁
、
以
為
明
証
袋
、
」
（
問
、
同
三
六
九
左
上
）
④
「
香
象
十
門
唯
識
章
云
、
」
（
第
三
建
立
八
識
同
異
門
、
同
三
六
九
左
下
）
⑤
「
貝
如
教
分
記
第
二
縁
起
六
因
章
並
第
三
巻
所
詮
異
義
中
所
説
具
足
、
正
龍
会
云
・
・
」
（
問
、
同
三
七
O
左
下
）
⑥
「
香
象
和
上
括
一
代
之
聖
教
、
略
開
十
門
之
唯
識
、
」
（
第
四
建
立
唯
識
同
異
門
、
同
三
七
三
左
上
）
⑦
「
象
龍
同
云
：
・
」
（
第
五
建
立
薫
習
同
異
門
、
同
三
七
六
左
上
）
⑧
「
具
如
香
象
教
分
記
及
丘
龍
十
門
和
誇
論
見
之
、
」
（
問
、
同
三
七
六
左
下
）
⑨
「
如
二
徳
起
信
論
記
見
之
」
（
問
、
同
三
七
七
右
下
）
⑬
「
准
香
象
縁
起
六
因
章
亦
得
具
足
、
故
其
教
分
記
中
巻
云
：
・
」
（
問
、
同
三
七
九
右
下
）
⑪
「
香
象
会
初
約
大
乗
始
教
、
後
就
大
乗
終
教
、
教
有
浅
深
故
無
過
失
也
、
丘
龍
和
会
報
化
身
経
論
異
説
・
：
」
（
第
六
建
立
三
身
同
異
門
、
同
三
八
O
右
下
）
⑫
「
大
乗
基
等
取
前
説
以
為
正
義
、
元
暁
師
等
取
後
釈
以
為
正
義
、
釈
難
会
違
具
如
其
二
障
章
見
之
、
」
（
第
七
建
立
執
障
同
異
門
、
同
三
八
O
左
下
）
⑬
「
香
象
華
厳
明
難
記
会
云
：
・
」
（
第
八
建
立
位
行
同
異
門
、
同
三
八
三
右
下
）
⑪
「
象
庫
二
徳
云
：
・
」
（
同
、
同
三
八
三
左
下
）
こ
れ
ら
の
h
で
⑦
⑨
⑪
な
と
の
用
例
に
は
元
暁
と
法
蔵
と
を
一
体
化
し
て
扱
う
と
い
う
姿
勢
が
あ
る
。
こ
れ
は
本
書
の
末
尾
で
次
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1
1
1
1
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の
よ
う
に
二
徳
を
並
べ
て
顕
彰
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
何
わ
れ
よ
う
。
「
新
羅
元
暁
法
師
、
飛
龍
之
化
、
潜
子
青
丘
、
故
字
丘
龍
、
大
周
法
蔵
和
上
、
駕
象
之
徳
、
振
子
唐
幡
、
故
字
香
象
、
伝
記
如
斯
、
見
者
知
之
」
（
三
八
五
左
上
）
冗
暁
を
丘
龍
と
称
し
、
法
蔵
を
香
象
と
号
す
る
理
由
が
述
べ
ら
れ
る
。
こ
こ
に
見
登
が
、
本
書
の
中
で
よ
く
引
用
す
る
大
賢
を
通
し
て
、
青
丘
の
学
と
も
称
さ
れ
る
一
冗
暁
の
学
風
の
継
承
者
で
あ
る
こ
と
を
自
負
し
て
い
る
こ
と
が
表
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
同
時
に
大
賢
以
来
の
元
暁
・
法
蔵
融
合
の
形
態
が
こ
の
見
登
に
も
流
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
一、
融
合
形
態
の
日
本
へ
の
影
響
冒
頭
の
祖
師
表
に
準
拠
し
て
大
賢
、
表
員
そ
し
て
見
登
の
現
存
の
著
作
を
形
式
的
で
は
あ
る
が
検
討
し
て
み
た
結
果
、
元
暁
・
渉
戯
両
師
の
教
学
を
融
合
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
一
つ
の
形
態
が
浮
び
上
っ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
形
態
は
日
本
の
奈
良
か
ら
平
安
に
か
け
て
の
華
厳
学
な
り
仏
教
研
究
に
対
し
て
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
先
の
祖
師
表
の
中
で
「
良
弁
菩
薩
」
以
下
ば
伝
記
不
明
の
人
も
あ
る
が
、
ど
う
で
も
日
本
の
祖
師
方
を
並
べ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
「
見
登
菩
薩
L
ま
で
の
と
こ
ろ
に
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
な
元
暁
・
法
蔵
融
合
形
態
と
い
う
共
通
性
を
読
み
と
っ
た
今
と
し
て
は
更
に
一
歩
進
め
て
日
本
の
方
へ
の
影
響
の
有
無
を
も
検
討
せ
さ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
残
念
な
こ
と
に
良
弁
以
下
の
人
々
の
著
井
川
崎
っ
て
い
な
い
の
べ
他
の
方
法
を
息
日
hJi
－
3
tほ
ほ
い
い
そ
こ
で
第
a
L
劃
の
紅
ー
町
安
川
川
和
Fκ
て
い
川
島
幸
厳
宗
所
立
五
教
十
宗
大
意
略
抄
』
そ
の
も
の
に
影
響
が
出
て
い
な
レ
か
ど
う
か
検
討
し
て
み
よ
う
o
す
で
に
指
摘
し
的
よ
う
に
五
教
十
宗
と
は
ま
さ
に
法
蔵
独
自
の
教
判
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
書
は
そ
れ
を
と
の
よ
う
に
説
明
し
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
第
五
円
教
の
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。
「
五
、
一
乗
円
教
有
二
門
、
一
同
教
門
、
方
便
三
乗
令
入
一
乗
故
、
二
別
教
門
、
不
社
一
乗
、
！
直
顕
法
界
成
仏
理
、
華
厳
経
、
華
厳
論
、
起
信
論
等
所
説
、
」
（
大
正
蔵
七
二
・
一
九
九
中
）
一
乗
を
同
教
と
別
教
と
に
分
け
る
と
こ
ろ
は
問
題
は
な
い
と
し
て
、
別
教
の
と
こ
ろ
で
『
華
厳
経
』
や
『
華
厳
動
』
と
並
べ
て
『
起
信
論
』
を
加
え
て
い
る
の
は
問
題
と
な
ろ
う
。
法
蔵
の
五
教
判
に
お
い
て
は
『
起
信
論
』
の
教
説
は
大
乗
終
教
に
配
当
さ
れ
、
円
教
に
慎
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
や
は
り
、
こ
の
『
華
厳
経
』
と
『
起
信
論
』
と
を
同
一
視
す
る
立
場
は
元
暁
に
由
来
守
る
と
い
わ
さ
る
を
得
な
い
。
そ
う
し
て
み
る
と
こ
の
文
献
に
も
法
蔵
・
一
冗
暁
融
合
形
態
が
影
を
落
し
て
い
る
と
言
わ
さ
る
を
え
な
げ
o
っ
て
奈
良
朝
の
華
厳
宗
の
典
籍
に
つ
い
て
少
し
み
て
さ
て
、
こ
こ
で
石
用
茂
作
著
『
写
経
よ
り
見
た
る
奈
良
朝
仏
教
の
研
究
』
に
よ
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
石
田
氏
は
『
華
厳
経
』
の
注
釈
や
華
厳
関
係
の
文
献
を
列
挙
し
た
後
で
、
そ
れ
ら
を
三
つ
の
流
れ
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。
そ
の
第
一
は
元
暁
ひ
そ
の
門
下
の
著
作
で
あ
る
。
を
中
心
と
し
た
新
羅
系
の
華
厳
の
流
れ
で
あ
り
、
第
二
は
地
論
系
の
研
究
、
第
三
は
法
蔵
お
よ
し
て
考
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
三
流
の
う
ち
地
論
系
の
研
究
は
華
厳
学
、
法
相
、
一
ニ
論
ま
で
を
も
含
め
た
諸
学
派
の
基
盤
と
ま
た
新
羅
仏
教
へ
も
多
く
伝
承
さ
れ
た
も
の
が
、
そ
の
ま
ま
日
本
に
も
渡
来
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
奈
良
朝
の
時
代
で
考
え
た
場
合
に
は
、
第
二
の
流
れ
は
す
で
に
大
き
な
思
想
的
役
割
を
果
し
了
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
点
で
は
第
一
と
第
三
の
流
れ
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
そ
の
把
握
に
お
い
て
流
動
的
な
面
を
残
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
私
は
こ
の
一
覧
表
の
中
に
第
一
の
流
れ
に
属
す
と
さ
れ
る
表
員
の
『
華
厳
経
文
義
要
決
問
答
』
が
含
ま
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
き
、
こ
れ
ら
の
典
籍
を
書
写
し
伝
承
し
た
奈
良
朝
の
華
厳
学
者
の
中
に
先
に
見
た
よ
う
な
一
冗
暁
・
法
蔵
両
師
の
融
合
を
目
差
す
人
々
も
居
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
う
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
融
合
形
態
を
主
張
し
た
可
能
性
の
あ
る
人
物
の
一
人
と
し
て
審
詳
を
考
え
て
み
よ
う
。
彼
は
よ
く
新
羅
の
人
と
し
て
一
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
福
池
春
峰
氏
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
日
本
か
ら
新
羅
に
留
学
し
て
、
帰
国
後
大
安
寺
に
止
住
し
て
い
た
僧
侶
と
み
る
の
叩
妥
当
で
あ
ら
う
。
し
か
も
『
華
厳
宗
一
乗
開
心
論
一
』
で
普
機
が
「
青
丘
留
学
華
厳
審
祥
大
徳
」
（
大
正
蔵
七
二
・
一
一
一
一
下
）
と
言
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
し
先
に
見
た
よ
う
に
「
青
丘
」
と
は
ま
さ
に
大
賞
か
広
見
登
に
‘
宝
ぶ
が
暁
，
川
町
配
即
か
形
態
を
主
張
し
た
人
々
の
活
躍
の
場
の
名
前
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
し
審
詳
は
天
子
十
二
年
（
七
四
O
）
以
前
に
新
羅
の
育
丘
に
留
学
し
、
帰
国
後
良
弁
の
要
請
に
よ
っ
て
金
鐘
寺
で
『
華
厳
経
』
を
講
じ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
が
尤
暁
・
法
蔵
融
合
形
態
で
あ
っ
た
可
能
性
は
大
44 4う
き
い
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ι
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そ
れ
は
掘
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氏
の
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と
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ら
れ
た
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大
安
寺
審
詳
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経
録
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を
見
て
の
感
怨
で
あ
%
。
第
一
に
尤
暁
と
法
蔵
の
著
作
の
量
は
圧
倒
的
で
あ
る
。
特
に
元
暁
の
も
の
が
け
立
つ
。
第
二
に
審
詳
に
『
化
厳
起
信
観
行
法
門
』
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
先
の
『
五
教
十
宗
大
意
略
抄
』
の
考
察
の
時
に
み
た
よ
う
に
、
こ
の
書
名
も
『
華
厳
経
』
と
『
起
信
論
』
と
の
連
結
を
暗
示
し
て
お
り
、
そ
れ
は
法
蔵
教
学
よ
り
も
元
暁
・
法
蔵
融
合
形
態
に
親
し
レ
名
称
だ
か
ら
で
あ
る
じ
『
華
厳
五
教
章
指
事
』
を
取
り
上
げ
よ
う
。
実
は
本
書
に
は
明
ら
か
に
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
な
元
暁
・
法
蔵
の
融
合
形
態
が
指
摘
さ
て
、
最
後
に
、
今
の
審
詳
や
良
弁
の
系
譜
に
多
分
連
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
伝
認
が
不
詳
で
あ
る
東
大
寺
の
寿
霊
の
著
わ
し
た
也
」
の
文
に
つ
い
て
寿
重
は
ど
の
書
物
か
ら
か
は
分
ら
な
い
が
「
元
暁
云
」
（
大
正
蔵
七
二
・
二
O
二
頁
一
八
行
）
と
し
て
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
本
書
の
「
建
立
乗
」
釈
に
み
ら
れ
る
。
今
は
そ
れ
を
示
し
て
み
よ
う
。
『
五
教
章
』
の
「
則
十
仏
自
境
界
本
』
で
約
三
十
六
行
も
引
用
し
、
そ
の
後
で
「
章
主
法
身
章
」
と
し
て
法
械
の
『
華
厳
経
明
法
品
内
立
三
宝
章
』
所
収
の
「
法
身
章
」
『
大
正
a戚
経一大
正
蔵
四
五
・
六
一
一
一
下
）
を
引
く
。
コ
メ
ン
ト
と
し
て
「
若
し
此
の
義
に
准
じ
て
、
章
主
の
立
を
顕
わ
さ
ば
、
」
（
大
正
繭
七
二
・
二
O
五
ド
と
あ
り
、
次
に
「
界
外
露
地
所
授
大
白
牛
車
是
一
乗
教
也
」
の
一
文
に
つ
い
て
は
元
暁
の
『
法
華
宗
動
』
の
二
文
を
結
合
し
て
引
用
し
、
寿
需
の
広
暁
の
義
に
山
中
拠
し
て
法
戯
の
丘
を
顕
わ
す
と
明
三
一
目
す
る
。
釈
（
同
、
ニ
O
六
中
ド
一
で
も
、
次
の
「
ボ
民
主
相
」
釈
『
同
、
二
O
六
ド
l
二
O
七
上
で
も
、
ま
た
「
娃
故
臨
川
三
車
供
是
明
方
便
川
」
元
暁
の
『
法
華
宗
要
』
を
引
く
の
d
で
、
寿
京
自
身
の
言
葉
は
無
い
。
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
「
偏
欲
削
彼
三
人
人
一
乗
故
是
故
大
乗
亦
説
制
也
」
釈
｛
同
、
宗
高
知
』
を
引
用
し
た
後
で
「
若
し
此
の
義
に
准
じ
て
、
章
主
の
立
を
釈
さ
ば
、
」
と
述
べ
、
こ
れ
は
法
械
の
丈
立
と
－
冗
暁
つ
趣
旨
が
同
一
で
あ
る
と
見
た
か
先
と
IHJ 
十主
主δ
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て句
法法
械華
の
怠
味
を
解
釈
す
る
と
言
明
し
て
い
る
。
こ
れ
以
外
に
も
－
E
暁
の
引
用
は
多
い
が
、
今
は
こ
れ
ぐ
ら
い
に
と
ど
め
よ
う
。
以
上
に
よ
っ
て
法
械
の
『
五
教
章
』
「
佐
立
采
」
の
紋
も
大
切
な
部
分
の
解
釈
が
元
暁
の
『
法
華
宗
要
』
の
要
文
に
よ
っ
て
行
代
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
準
拠
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
は
ま
さ
に
先
に
み
て
き
た
大
賢
か
ら
見
登
に
ギ
る
・
克
暁
・
法
城
融
合
形
態
そ
の
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
れ
ま
で
寿
訴
の
伝
記
が
不
明
な
こ
し
己
も
あ
っ
て
、
こ
の
『
指
事
』
の
内
容
の
位
置
づ
け
も
あ
い
ま
い
と
し
て
い
た
よ
う
に
川
見
受
け
ら
れ
る
が
、
私
の
舷
側
の
ご
と
く
新
羅
華
厳
か
ら
の
冗
暁
・
法
蹴
融
合
形
態
の
一
つ
の
展
開
と
し
て
把
握
し
て
み
る
と
比
岐
的
’
H
然
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
固
ま
と
め
と
今
後
の
課
題
こ
の
小
論
に
お
い
て
は
『
華
厳
宗
所
立
五
教
十
宗
大
立
略
抄
』
大
層
に
付
し
て
あ
る
「
華
厳
宗
組
側
」
の
長
を
手
が
か
り
に
し
て
、
こ
の
ぷ
の
含
む
立
味
を
追
求
し
、
特
に
大
賢
、
表
員
、
そ
し
て
見
俊
三
川
の
現
存
の
著
作
の
検
川
か
ら
、
一
駒
山
維
華
川
肢
の
一
つ
の
系
譜
と
し
て
厄
暁
・
法
雌
両
削
の
教
与
を
融
介
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
形
態
が
伊
び
上
っ
て
く
る
こ
と
を
－
ポ
し
た
。
さ
ら
に
ぷ
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
形
態
は
日
本
に
も
政
来
し
、
家
詳
や
が
芯
に
ま
－
で
桜
山
内
を
与
え
て
い
る
叶
能
性
の
強
い
こ
と
を
も
諭
じ
た
。
こ
れ
は
一
つ
の
仮
説
で
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
細
か
い
研
究
を
し
て
ゆ
か
な
え
て
は
な
ら
な
い
が
、
い
く
つ
か
の
課
題
を
出
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
何
と
三
一
口
っ
て
も
法
織
と
尤
暁
と
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
同
県
を
ポ
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
弘
は
か
な
う
の
差
異
が
両
者
の
聞
に
は
存
庄
す
る
と
考
え
て
い
る
。
従
っ
て
、
そ
の
両
者
を
融
介
す
る
こ
と
に
も
大
き
な
問
題
が
伏
伝
す
る
こ
と
に
な
ろ
り
。
弘
の
予
測
で
は
厄
暁
の
一
乗
義
と
法
雌
の
別
教
一
乗
と
を
融
ん
け
す
る
と
絶
針
的
一
乗
義
が
成
立
す
る
よ
う
に
忠
わ
れ
る
。
も
し
も
私
の
こ
の
小
論
で
川
町
出
し
た
よ
う
な
必
暁
・
法
雌
融
介
形
態
が
存
仮
し
て
い
た
と
し
た
ら
、
そ
の
立
義
が
新
羅
・
尚
麗
の
仏
教
史
の
上
で
問
い
質
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
特
に
均
如
｛
九
一
一
一
一
一
－
｜
九
七
三
－
の
教
般
に
み
ら
れ
る
義
州
の
顕
彰
の
姿
勢
と
今
の
大
賢
な
ど
の
教
併
の
あ
り
方
と
は
ど
の
よ
う
な
針
脈
と
交
流
と
を
行
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
さ
て
、
日
本
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
な
謀
逝
が
あ
ろ
う
か
。
も
し
も
良
弁
や
事
詳
が
先
に
み
た
よ
う
な
融
合
形
態
に
立
ち
、
そ
の
イ
デ
ア
が
東
大
寺
の
造
待
を
主
え
て
い
た
と
し
た
ら
、
こ
れ
は
H
本
の
仏
教
の
胤
川
．
史
に
と
っ
て
も
大
き
な
問
題
点
で
あ
る
。
従
来
は
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こ
の
東
大
じ
1
uれ
を
は
じ
め
と
す
る
凶
分
布
体
制
を
凶
家
仏
教
と
呼
ひ
、
そ－
」
に
華
版
忠
加
が
附
与
し
た
こ
と
は
J
一口
わ
れ
つ
つ
も
山王
位
太
子
の
仏
教
主
義
に
よ
る
天
皇
中
心
の
園
家
の
形
成
;48 
へ
の
ぷ
欲
の
成
就
と
と
も
考
え
ら
れ
そ
の
華
川
駄
目
心
惣
が
ど
の
よ
う
な
形
態
の
も
の
で
あ
っ
た
か
の
巧
・
祭
は
あ
ま
り
進
ん
で
い
る
よ
う
に
も
忠
わ
れ
な
レ
。
日
払
は
こ
の
間
出
の
解
明
の
た
め
に
は
法
戯
・
元
帥慌
大
賢
三
川
に
共
通
の
も
の
と
し
て
号先
制
統
合
の
注
釈
の
倹
川
が
必
須
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
小
論
で
提
起
し
た
元
暁
・
法
臓
の
融
合
形
態
は
よ
り
実
践
性
を
含
ん
だ
ぷ
ん
制
が
』を
所
依
と
し
て
殺
桜
し
こ
と
も
考
え
う
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
H
本
の
東
大
l
ザ
を
lA
え
る
イ
デ
ア
と
な
っ
て
レ
る
の
ち
の
け
似
改
は
あ
た
か
も
出
都
に
射
し
、
東
大
寺
に
抗
す
る
が
ご
と
く
に
、
一
大
台
法
華
宗
の
一
乗
を
楳
初
し
、
『先
制
制
収
』
に
よ
る
大
乗
伐
を
辿
立
す
る
が
、
彼
の
主
張
す
ら
既
に
新
経
か
ら
出
邸
に
版
附
し
た
冗
暁
・
法
蹴
の
融
合
形
態
の
中
に
強
烈
な
一
乗
主
義
と
そ
の
実
践
的
な
共
引
と
し
て
の
『先
制
維
』
の
尚
財
と
い
う
形
で
先
／
付
し
て
い
た
と
も
い
え
よ
う
。
い
ろ
い
ろ
飛
躍
の
多
い
行
論
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
新
緑
か
ら
日
本
に
か
け
て
の
華
版
教
凶
干
の
研
究
に
つ
い
て
一
つ
の
視
点
を
川
町
示
し
え
た
と
思
う
の
で
、
こ
こ
で
制
筆
し
た
い
。
（一注
）
川
祭
様
沫
「一
駒
山
維
大
賞
と
『古
迎
記
』
に
つ
い
て
」（『
一
世
維
仏
教
研
究
』所
収
、
山
出
房
仏
H
品目林、
山
『大
乗
起
信
諭
義
記
』在
上
（大
止
繭
四
四
、
二
四
三
中
下
～の
四
宗
判
を
参
照
さ
れ
た
い
。
間
ln
井
公
成
「
『
華
版
組
問
川
九
日
』
の
著
者
」
（
『印
度
以
干
仏
教
凶
子
制
究
』三
十
三
二
、
附
和
六
十
年
三
月
）
を
参
附
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
凶
⑤
と
⑬
の
用
例
は
見
畿
の
依
閉
し
て
い
た
『華
厳
五
教
章
』が
中
詮
『
山
我
山
内
分
斉
」、
F
を
「
所
詮
差
別
」
の
州
川
で
あ
っ
た
こ
と
を
附
和
四
十
八
年
）
ホ
し
て
い
る
。
旧
制
H
者
『華
厳
禅
の
忠
惣
史
的
研
究
』（
大
東
出
版
壮
、
附
和
六
十
年
二
月
）第
一
章
第
二
節
「
法
械
の
五
教
判
」を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
附
七
回
茂
作
『写
経
よ
り
見
た
る
奈
良
朝
仏
教
の
研
究
』（
東
祥
丈
庫
、
巌
宗
」
（七
八
頁
以
下
一に
よ
れ
ば
劉
謙
之
『華
巌
論
』
六
百
巻
と
五
弁
『華
厳
論
』百
を
の
レ
ず
れ
か
が
該
首
し
よ
う
が
附
和
五
年
一第
二
篇
「
不
能
よ
り
見
た
る
ん
ム不
良
朝
の
各
宗
」
「化
し
い
て
い
え
ば
後
者
か
。
げ
そ
の
他
、
こ
叶
文
献
で
紙
に
な
る
所
は
終
教
の
説
明
の
所
で
「
天
台
宗
の
意
に
当
る
」
（大
正
威
七
二
・
一
九
九
上
」と
い
う
所
や
、
円
刷
を
論
じ
て
一
事
m円
融
、
m
m円
融
、
事
事
円
融
」
二
九
九
下
）の
三
種
を
あ
げ
る
あ
た
り
で
あ
る
。
前
者
は
、
こ
の
文
献
が
日
本
に
お
け
る
け
蓄
の
天
台
法
華
宗
立
宗
以
後
な
ら
ば
、
そ
れ
を
指
す
と
も
い
え
よ
内
が
、
あ
る
い
は
こ
れ
も
新
羅
仏
教
を
反
映
）
し
て
レ
る
か
も
し
れ
な
レ
。
後
者
は
義
州
の
『一
乗
法
界
凶
』あ
る
い
は
慧
苑
の
『刊
定
記
』
の
教
与
が
そ
の
背
鋲
に
あ
る
だ
ろ
う
。
広
州
池
春
峰
「
華
厳
都
議
説
よ
り
み
た
良
弁
と
審
詳
」
（『
併
都
仏
教
』第
三
十
一
u
芳
、
昭
和
四
十
八
年
十
二
月
、
の
ち
『
い
陶
都
仏
教
史
の
研
究
』上
「
東
大
寺
鵠
」
所
収
、
法
蹴
館
、
附
和
五
十
五
年
）
間
凝
然
『華
厳
宗
経
論
章
疏
N
録
』（『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第
一
巻
「
仏
教
書
籍
M
録
第
一
」
二
五
回
頁
上
段
」参
照
間
『法
華
宗
嬰
』
「
所
乗
之
法
、
略
而
説
之
、
有
四
種
一
、
謂
一
乗
煙
、
及
一
乗
教
、
一
乗
之
困
、
一
乗
之
果
」
（大
正
融
三
四
・
八
七
一
上
、と
「如
松
田
法
、
州
人
rH一相
除
、
共
通
一
人
、
致
薩
婆
若
、
故
説
此
四
、
名
一
乗
法
、
猶
如
四
一
馬
、
史
瓦
相
峰
、
共
作
一
運
、
放
説
四
民
、
名
馬
一
乗
、
詰
知
此
中
道
川
崎
亦
午
」
（同
・
八
七
二
中
）と
の
二
文
を
一
文
に
し
て
引
用
す
る。
山
前
者
に
針
し
て
は
『法
華
宗
要
』大
正
厳
三
四
・
λ
七
二
頁
下
段
十
二
行
か
ら
二
十
九
行
ま
で
を
引
く
－
o
後
者
に
引
川
て
は
司
八
七
二
貞
ド
段
二
十
五
行
か
ら
八
七
三
頁
上
段
五
行
ま
で
と
同
上
段
十
九
行
か
ら
同
二
十
劃
矧
E
d
L
E通
一
結
U
引
州
刻
す
る
。
γ
問
『法
華
宗
要
』大
正
戯
三
四
、
八
七
三
頁
下
段
七
行
H
か
ら
十
七
行
制
ま
で
を
引
い
て
い
る
。
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